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一
、
新
漢
音
研
究
の
経
緯
（1）

昭
和
六
・
七
年
頃
の
執
筆
に
な
る
橋
本
進
言
博
士
①
『
字
音
』
（
「
日
本
文
学
大
事
典
」
）
の
解
説
に
、
〓
料
の
漢
音
の
伝
来
〕
と
し
て
次
の
よ
う

に
あ
る
。
「
平
安
朝
の
初
、
支
那
か
ら
伝
は
つ
た
天
台
宗
及
び
真
言
宗
に
於
て
彗
▼
現
代
ま
で
も
、
由
儲
読
讃
す
る
怯
文
や
儀
典
空
種
の
漢
音

を
用
ひ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
時
支
那
に
於
て
読
諭
し
て
ゐ
た
の
を
そ
の
ま
ま
習
ひ
覚
え
て
伝
へ
た
も
の
と
党
し
く
、
そ
の
発
音
に
於
て
、
普
通

の
漢
音
よ
り
も
、
支
那
語
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ
こ
そ
凛
の
漠
革
と
唱
へ
る
塙
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
当
時
は
層
の
末
期
で
あ
っ

て
、
支
那
語
の
音
が
漸
く
変
化
し
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
韻
書
の
音
と
は
違
っ
た
点
が
あ
る
や
う
で
▼
ぁ
る
。
〔
勝
・
乗
・
称
・
昇
を
シ
、
億
・
臆
を
イ

ク
と
読
む
な
ど
〕
。

こ
の
橋
本
博
士
の
解
説
が
、
「
漢
音
」
（
右
の
車
で
「
普
通
の
漢
音
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
）
と
「
新
漢
音
」
（
同
じ
く
「
一
種
の
漢
音
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
）
と
を
区
別
し
て
考
え
る
、
そ
の
囁
矢
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
解
説
で
博
士
は
∵
ヱ
の
「
一
種
の
漢
音
」
が
唐
末
の
支
那
音
を
源
に

シ

　

　

イ

ク

し
、
天
台
宗
真
言
宗
の
読
璽
日
と
し
て
行
わ
れ
、
所
謂
「
漢
音
」
と
の
弁
別
特
徴
と
し
て
の
勝
∴
億
な
ど
に
つ
き
簡
単
に
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

所
謂
新
漢
音
資
料
と
し
て
の
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
九
九
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二
〇
〇

メ

イ

　

ネ

イ

有
坂
秀
世
博
士
の
「
メ
イ
（
明
）
ネ
イ
（
寧
）
の
類
は
果
し
て
漢
音
な
ら
ざ
る
か
」
（
「
音
声
学
協
会
会
報
」
昭
和
十
五
年
十
一
月
）
で
は
、
明
・
撃
が

ベ

イ

　

デ

イ

「
漢
音
」
、
明
・
事
が
所
謂
「
天
台
漢
音
」
と
し
て
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
′
い
る
。
こ
の
中
で
、
有
坂
博
士
は
「
所
謂
天
台
凛

音
彗
い
ず
れ
第
九
世
紀
頃
の
支
那
の
教
養
あ
る
階
級
の
音
た
る
こ
と
は
疑
い
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
天
台
漢
音
が
橋
本
博
士
の
「
一
種

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
漢
音
」
と
同
じ
も
の
を
差
し
て
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
但
し
残
念
な
が
ら
、
有
坂
博
士
が
漢
音
と
天
台
漢
音
と
の
関
係
を
ど
の

ヽ

　

ヽ

ヰ
つ
に
考
え
ら
れ
て
い
．
た
か
（
即
ち
別
体
系
と
し
て
区
別
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
）
は
橋
本
博
士
は
ど
明
白
で
僧
な
い
。
そ
れ
は
、
右

メ

イ

　

ネ

イ

盈
珊
文
中
に
「
こ
の
種
の
音
（
＝
明
・
寧
）
の
由
来
す
る
と
こ
ろ
も
、
天
台
漢
音
の
明
（
ベ
イ
）
命
（
ベ
イ
）
名
（
ベ
イ
）
に
劣
ら
ず
古
い
も
の
で
あ

受
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
か
か
ら
で
あ
る
。

、
魔
性
勤
氏
は
昭
和
二
十
六
年
「
漢
音
の
声
明
と
そ
の
声
調
」
（
「
言
語
研
究
」
1
7
1
8
合
併
号
）
を
発
表
さ
れ
、
天
台
声
明
（
一
部
「
九
方
便
」
「
五
悔
」

ヽ

　

ヽ

の
真
言
声
明
に
も
言
及
有
り
）
　
を
漢
音
資
料
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
そ
の
声
調
体
系
を
究
明
さ
れ
た
。
即
ち
こ
こ
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
具
体
的
な
主
資

料
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

梵
網
経
度
舎
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
品
＝
魚
山
流
‥
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
写
本
（
本
奥
延
慶
三
（
一
三
一
〇
）
年
）

天
台
大
師
画
讃
＝
魚
山
流
‥
叡
山
現
用
木
（
最
古
本
奥
書
保
安
四
（
二
二
三
）
年
）
。
妙
音
院
流
‥
般
舟
三
昧
院
蔵
本
。

諸
天
漢
語
讃
＝
魚
山
流
‥
実
光
院
刊
初
版
本
。

九
方
便
・
五
悔
＝
魚
山
流
‥
声
明
六
巻
帖
所
収
本
。

∧
以
上
天
台
宗
＞

九
方
便
・
五
悔
＝
文
明
十
（
一
四
七
八
）
年
刊
「
声
明
集
」
所
収
本
。

（2）

∧
以
上
真
言
宗
∨

シ

　

　

イ

タ

　

ベ

イ

輿
右
の
資
料
は
そ
の
本
文
の
振
仮
名
形
を
見
る
と
、
橋
本
博
士
・
有
坂
博
士
の
示
さ
れ
た
「
勝
」
「
億
」
「
明
」
等
が
出
現
し
、
こ
れ
ら
の
資

料
は
全
て
「
一
種
の
漢
音
」
「
天
台
漢
音
」
と
さ
れ
て
来
た
も
の
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
（
尤
も
右
の
中
で
「
諸
天
漢
語



讃
」
は
別
か
も
知
れ
な
い
）
。
従
っ
て
、
こ
の
論
文
で
は
「
漢
音
」
の
名
称
の
下
に
、
「
一
種
の
漢
音
」
「
天
台
漢
音
」
　
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。こ
の
よ
う
な
取
扱
わ
れ
方
は
、
奥
村
三
雄
博
士
の
「
日
本
漠
字
音
の
体
系
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
算
六
韓
、
昭
和
三
十
一
年
）
に
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
論
文
で
奥
村
博
士
は
、
「
呉
音
」
「
漢
音
」
「
唐
音
」
「
宋
音
」
の
体
系
化
を
目
ざ
す
作
業
の
一
環
と
し
て
字
音
表
を
提
示
さ
れ
た
が
、
そ
の

こ
挟
音
」
と
し
て
、
「
漢
音
中
で
も
、
わ
り
に
由
来
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
天
台
漢
音
を
え
ち
び
、
例
時
作
法
、
法
華
憾
法
の
文
亀
二
年
本
を
資

料
」
と
し
て
、
そ
の
字
音
形
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
奥
村
博
士
も
亦
、
「
天
台
漢
音
」
を
「
漢
音
十
の
代
表
と
ん
て
載
扱
わ
れ
て
心
る

こ
と
に
な
る
。

昭
和
三
十
年
に
飯
田
利
行
博
士
は
「
日
本
に
残
存
せ
る
中
国
近
世
音
の
研
究
」
を
著
わ
さ
れ
、
橋
本
博
士
が
「
〓
樺
の
漢
音
」
と
さ
れ
た
も
の

を
、
初
め
て
「
新
湊
音
」
と
命
名
さ
れ
、
術
語
と
し
て
も
特
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
。
尤
も
、
飯
田
博
士
の
該
書
の
目
的

は
、
こ
の
新
漢
音
と
後
の
唐
音
や
宋
音
と
を
採
り
出
し
て
「
之
を
音
韻
史
的
立
場
か
ら
究
明
し
よ
う
」
と
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
漠
字

音
と
し
て
の
「
新
漢
音
」
を
体
系
的
に
究
明
す
る
こ
と
が
直
接
の
目
的
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
そ
こ
で
取
扱
わ
れ
た
資
料
中
に
は
「
蒙
求
」
の

ヽ

　

ヽ

如
き
漢
音
資
料
や
唐
音
・
宋
音
資
料
か
ら
の
合
計
百
字
の
字
音
形
が
一
括
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
特
に
「
漢
音
」
と
の
体
系
的
な
関
係
に
つ
い
て
は

問
題
が
し
ぼ
り
切
ら
れ
て
お
ら
ず
後
に
残
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
書
に
お
け
る
飯
田
博
士
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
こ
の
「
新

漢
音
」
が
慈
覚
大
師
円
仁
の
将
来
と
伝
え
ら
れ
る
「
例
時
作
法
」
「
法
華
慨
法
」
を
始
め
と
し
、
「
金
剛
界
私
記
」
「
胎
蔵
界
私
記
」
「
仏
説
阿
弥
陀

経
」
等
の
天
台
宗
関
係
の
も
の
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
は
、
後
の
研
究
を
大
い
に
惑
わ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
こ
の
飯
田
博
士
の
著
書
が
本
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
日
で
も
「
平
安
朝
ヰ
期
、
天
台
宗
の
留
学
僧
の
伝

え
た
唐
代
ふ
う
の
お
経
の
読
み
方
で
、
主
と
し
て
叡
山
の
学
僧
た
ち
の
問
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
新
湊
音
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ

（3）

る
。
（
『
音
声
学
大
辞
典
』
「
漠
字
音
」
の
項
）
　
の
よ
う
な
説
き
方
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
早
く
橋
本
博
士
の
言
及
に
も
有
る
よ
う
に
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

天
台
漢
音
と
同
種
の
字
音
は
真
言
宗
に
も
ま
た
所
用
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
真
言
漢
音
を
も
含
め
て
、
「
新
湊
音
」
は
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

所
謂
新
湊
音
資
料
と
し
て
の
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ら
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
「
新
湊
音
」
の
研
究
を
た
ど
っ
て
み
る
時
、
種
々
の
未
解
決
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
問
題
点

を
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
基
本
的
な
問
題
と
し
て
、
「
新
漢
音
」
と
「
漢
音
」
と
は
日
本
漠
字
音
と
し
て
区
別
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
「
天
台
漢
音
」
資
料
を
「
漢
音
」
研
究
に
利
用
し
た
も
の
は
へ
こ
の
区
別
を
不
用
と
す
る
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
「
新
漢
音
」
を
天
台
宗
専
用
音
と
考
え
て
い
い
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
但
し
こ
の
点
に
関
し
て
は
橋
本
博
士
が
「
天
台
宗
及

び
真
言
宗
」
と
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
真
言
宗
伝
承
音
に
も
ま
た
同
性
格
の
も
の
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
従
っ
て
問
題
は
、

「
新
漢
音
」
の
真
言
宗
に
お
け
る
具
体
資
料
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
更
に
は
、
「
天
台
漢
音
」
と
「
真
言
漢
音
」

と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
が
当
然
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

欝
三
に
、
「
新
漢
音
」
を
説
く
立
場
に
お
い
て
、
そ
の
体
系
は
「
漢
音
」
と
の
比
較
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
え
得
る
の
か
と
け

ぅ
点
で
あ
る
。
か
っ
て
、
「
天
台
漢
音
」
＝
「
新
漢
音
」
と
い
う
立
場
で
論
じ
ら
れ
て
来
た
も
の
で
は
、
「
漢
音
」
と
の
差
違
は
指
摘
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
そ
れ
が
体
系
的
な
差
違
と
し
て
把
え
ら
れ
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
勿
論
十
分
な
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

点
の
追
究
は
、
正
に
第
一
点
で
問
題
に
し
た
と
こ
ろ
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
「
新
漢
音
」
の
資
料
の
信
憑
性
の
問
題
が
あ
る
。
従
来
、
「
新
漢
音
」
の
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
天
台
漢
音
」
資
料
は
、
l
そ

の
信
憑
性
が
問
題
と
な
る
。
即
ち
、
既
に
有
坂
博
士
も
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
資
料
は
殆
ど
が
現
行
声

明
や
遡
っ
て
も
せ
い
ぜ
い
江
戸
時
代
の
坂
本
な
ど
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
日
本
側
で
の
長
期
に
亘
る
伝
承
過
程
で
の
変
化
形
を
多
分
に

反
映
し
て
い
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
種
の
資
料
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
古
く
遡
っ
た
時
代
の
、
原
形
を
止
め
た
資
料
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
「
新
漢
音
」
研
究
の
現
状
に
お
け
る
問
題
点
を
、
右
の
よ
う
に
把
え
た
上
で
、
特
に
従
来
の
資
料
に
比
し
て
時
代
の
古
い
資
料
の
発



掘
を
試
み
、
そ
の
原
形
態
を
把
え
る
作
業
の
一
助
と
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
．

二
、
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
音
読
資
料

大
正
蔵
算
八
十
四
巻
に
、
天
台
宗
と
真
言
宗
で
の
所
用
の
声
明
を
集
成
し
た
二
点
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
「
魚
山
声
明
集
（
別

名
「
声
明
六
巻
帖
」
）
底
本
は
魚
山
版
本
」
、
後
者
は
「
魚
山
私
抄
（
別
名
「
魚
山
喜
芥
集
」
）
底
本
は
正
保
三
年
刊
本
」
で
あ
る
。

こ
の
中
に
、
両
宗
に
共
通
す
る
新
漠
音
読
と
思
わ
れ
る
声
明
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
前
者
の
は
「
九
方
便
」
（
大
正
蔵
八
一
六
頁
三
段
目

以
下
）
及
び
「
五
悔
」
（
同
八
二
八
真
二
段
目
以
下
）
、
後
者
の
は
「
胎
蔵
界
」
（
同
八
三
；
至
段
目
以
下
）
及
び
「
五
悔
」
（
同
八
二
九
真
一
段
目
以
下
）

ヽ

　

ヽ

と
い
う
標
題
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
二
つ
の
声
明
に
つ
い
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
栽
氏
論
文
で
漢
音
声
明
と
し
て
そ
の
声
調

キ

ッ

　

　

カ

体
系
が
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
仮
名
書
青
酸
の
中
に
は
「
極
」
「
解
」
′
の
如
き
、
飯
田
博
士
が
「
新
湊

音
」
と
命
名
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
音
形
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
声
明
は
新
漢
音
の
資
料
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
（
但
し
大
正
蔵
所
収
本
で
は
振
仮
名
が
殆
ど
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
資
料
と
し
て
は
殆
ど
使
え
な
い
が
）
。

こ
の
二
声
明
が
新
湊
音
資
料
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
究
明
に
と
っ
て
；
の
幸
運
な
面
を
有
す
る
。
即
ち
、
こ
の
両
声
明
の
本
文
は
、
本
来
、

金
剛
界
、
胎
蔵
界
両
法
の
偏
頗
で
あ
っ
て
、
両
界
の
儀
軌
や
作
法
・
次
算
の
古
本
類
に
は
殆
ど
の
場
合
こ
れ
ら
が
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
ず
「
九
方
便
」
は
、
「
大
日
経
」
の
巻
七
増
益
守
護
清
浄
行
品
第
二
の
巻
頭
部
本
文
を
監
ハ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
大
日
経
」
を
本
に
し
て

胎
蔵
界
法
と
し
て
の
儀
軌
が
中
国
側
・
日
本
側
で
数
種
作
成
さ
れ
て
い
る
。
本
邦
で
専
ら
使
用
さ
れ
た
中
国
側
の
原
典
は
、
善
鰯
畏
の
「
摂
大
」

「
広
大
」
と
略
称
さ
れ
た
二
儀
軌
、
及
び
法
全
の
「
玄
法
軌
」
「
青
龍
軌
」
と
略
称
さ
れ
た
二
儀
軌
で
あ
っ
た
。
更
に
、
本
邦
の
「
大
師
次
第
（
空

海
）
」
「
槍
尾
次
第
（
真
紹
）
」
は
「
大
日
経
」
「
摂
大
軌
」
を
本
に
、
ま
た
「
円
城
寺
（
益
信
）
」
「
神
楽
岡
（
長
慶
）
」
「
延
命
院
（
元
晃
）
」
各
次
第
は

「
青
龍
軌
」
を
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
成
さ
れ
た
（
こ
の
辺
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
手
近
に
は
、
晃
宝
撰
「
胎
蔵
界
念
詞
次
第
要
集
記
」
（
「
真
言
宗
全
書
」
欝

二
十
五
巻
所
収
が
参
考
に
な
る
）
。
そ
し
て
更
に
は
、
本
邦
に
お
い
て
、
そ
れ
等
の
儀
軌
が
簡
略
化
や
実
用
化
せ
ら
れ
た
末
書
が
「
1
作
法
」

所
謂
新
漢
音
資
料
と
し
て
の
「
九
方
便
」
去
悔
」
　
の
音
読
資
料
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三
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「
－
次
第
」
等
の
名
称
の
下
に
数
多
く
作
ら
れ
た
。
こ
れ
等
の
諸
書
の
中
に
、
そ
の
内
容
の
二
部
と
し
て
、
こ
の
「
九
方
便
」
が
収
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
幸
い
に
、
こ
れ
ら
の
古
点
本
は
相
当
多
数
の
も
の
が
伝
存
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
等
に
よ
っ
て
「
九
方
便
」
の

音
読
の
実
際
を
遡
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。
尚
、
儀
軌
類
の
中
で
、
胎
蔵
界
法
に
よ
る
も
の
に
は
こ
の
「
九
方
便
」
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
「
不
動
念
諦
次
第
」
な
ど
に
も
こ
れ
が
存
し
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
「
五
悔
」
は
、
「
金
剛
頂
経
」
を
本
に
す
る
不
空
訳
の
「
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
詞
儀
軌
」
又
は
「
大
数
王
経
」
を
原
典
と
す
る
。
金
剛
界
に

関
す
る
諸
儀
軌
・
作
法
・
次
第
も
ま
た
種
々
作
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
内
容
の
二
部
と
し
て
「
五
悔
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
古
点
本
が
ま
た

「
五
悔
」
の
音
読
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
尚
、
金
剛
界
法
に
よ
る
「
虚
空
蔵
念
諦
次
第
」
「
十
八
道
念
諦
次
第
」
し
な
ど
に
も
「
五

悔
」
が
、
引
用
ざ
れ
て
お
り
、
資
料
と
な
る
。

扱
、
・
以
上
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
胎
蔵
界
法
及
び
金
剛
界
法
に
関
す
る
儀
軌
類
の
古
点
本
を
捜
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
新
漢
音
」

究
明
の
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
▼
。

今
、
右
の
如
き
観
点
か
ら
現
時
点
ま
で
に
調
査
し
得
た
「
九
方
便
」
及
び
「
五
悔
」
の
古
点
本
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
簡
単
な
紹
介
を
か

ね
て
時
代
順
に
掲
げ
る
。

H
石
山
寺
蔵
不
動
念
諦
次
第
長
暦
元
（
－
〇
三
七
）
年
点
＝
朱
声
点
朱
仮
名
六
声
体
系
。
薗
点
「
と
使
用
。
ヲ
コ
ト
点
は
宝
瞳
院
点
、
・
従

っ
て
本
資
料
は
天
台
宗
延
暦
寺
系
統
。
「
九
方
便
」
の
直
前
に
「
唱
礼
」
を
有
し
1
同
じ
く
新
漢
音
加
点
。
奥
書
「
梵
字
最
初
発
心
是
也
後
見
人

敢
不
咲
誘
不
可
一
例
後
ミ
而
巳
／
長
暦
元
年
秋
之
此
注
之
」

⇔
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
自
行
次
第
永
久
元
年
≡
三
）
点
＝
朱
墨
仮
名
点
。
真
言
宗
仁
和
寺
系
統
。
「
唱
礼
」
有
り
。
奥
書
「
永
久
元
－
十
月

廿
二
日
　
書
写
了
／
為
往
生
極
楽
頓
証
帝
也
」
（
朱
）
「
同
十
二
月
朔
二
日
点
了
」
「
天
永
三
年
竿
月
廿
八
晋
陽
近
辺
於
遍
照
寺
御
願
」
「
伝
受
濯

頂
巳
了
」
。
本
資
料
に
つ
い
て
は
既
に
築
島
裕
博
士
「
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
自
行
次
第
字
音
点
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
欝
三
十
六
輯
）
が
有
る
。

日
東
寺
蔵
胎
蔵
念
諦
次
第
保
安
五
（
＝
二
四
）
年
頃
点
＝
朱
声
点
朱
墨
仮
名
六
声
体
系
。
声
点
は
単
点
の
み
。
ヲ
コ
ト
点
は
東
大
寺
三
論



（
a
m
）

宗
点
、
従
っ
て
本
資
料
は
真
言
宗
系
統
。
奥
書
「
保
安
五
年
三
月
卯
日
酉
時
書
写
求
法
沙
門
両
脚
一

望
同
山
寺
蔵
理
界
略
次
第
治
承
五
年
点
＝
朱
声
点
朱
仮
名
。
六
芦
体
系
。
マ
マ
滝
点
「
こ
使
用
。
ヲ
コ
ト
点
は
中
院
僧
正
点
、
従
っ
て
真
言

宗
高
野
山
系
統
。
奥
書
「
是
為
遅
鈍
同
法
也
不
能
広
流
布
就
中
齢
及
八
旬
／
目
暗
老
昧
定
僻
事
款
／
治
承
五
年
潤
二
月
五
日
書
写
了
」
。

餌
石
山
寺
蔵
胎
蔵
頚
次
第
鎌
倉
初
期
点
＝
墨
芦
点
墨
仮
名
。
六
声
体
系
。
淘
点
「
こ
使
用
。
加
点
系
統
未
詳
。

内
高
山
寺
蔵
胎
記
真
言
鎌
倉
初
期
点
＝
朱
声
点
墨
仮
名
。
六
声
体
系
。
鴻
点
「
こ
使
用
。
加
点
系
統
未
詳
。

拇
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
次
第
上
鎌
倉
初
期
点
＝
朱
声
点
の
み
加
点
。
六
声
体
系
。
ヲ
コ
ト
点
は
円
堂
点
、
従
っ
て
真
言
宗
系
統
。

囲
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
私
次
第
鎌
倉
初
期
点
＝
朱
声
点
墨
仮
考
六
声
体
系
。
淘
点
「
‥
」
使
用
。
ヲ
コ
ト
点
は
東
大
寺
三
論
宗
点
、
従
っ
て
真

言
宗
系
統
。

輿
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
念
詞
次
第
建
仁
二
年
点
＝
朱
声
点
朱
仮
名
　
マ
マ
節
博
士
有
り
。
六
声
体
系
。
満
点
「
こ
使
用
。
ヲ
コ
ト
点
は
東
大
寺

三
論
宗
点
、
従
っ
て
誓
宗
針
統
。
奥
書
「
建
仁
二
年
金
商
之
比
書
写
井
交
点
伝
受
初
行
了
㌔
／
末
資
覚
経
諾
」

㈹
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
私
次
第
一
元
徳
二
年
点
＝
朱
声
点
墨
仮
名
六
声
体
系
。
濁
点
「
こ
使
用
。
加
点
系
統
は
真
言
宗
。
奥
書
「
元
徳
式
年

五
月
五
日
為
自
行
書
写
／
終
其
功
畢
／
真
言
宗
沙
門
仁
助
」
。

以
上
↓
九
方
便
」
を
有
す
る
古
点
本
。
尚
、
南
北
朝
期
以
後
の
も
の
は
省
略
。

次
に
「
五
悔
」
を
有
す
る
古
点
本
の
例
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
石
山
寺
蔵
金
記
院
政
期
点
＝
朱
声
点
墨
仮
名
。
六
声
体
系
。
薗
点
「
l
」
使
用
。
加
点
系
統
未
詳
。

②
高
山
寺
蔵
金
剛
界
法
鎌
倉
初
期
点
＝
前
期
内
「
胎
記
真
言
」
の
後
半
部
。
朱
声
点
墨
仮
考
六
声
体
系
。
視
点
「
こ
使
用
。
加
点
系
統
未

詳
。③
石
山
寺
蔵
金
剛
界
次
第
小
嶋
院
政
期
点
＝
朱
声
点
の
み
。
六
声
体
系
。
ヲ
コ
ト
点
は
東
大
寺
三
論
宗
点
、
従
っ
て
真
言
宗
系
統
。

尚
、
「
胎
蔵
界
儀
軌
」
の
中
で
「
玄
法
軌
」
と
略
称
さ
れ
る
法
仝
按
の
「
大
牡
鹿
舎
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
花
胎
蔵
悲
生
臭
茶
羅
広
大
庇
就
軌

所
謂
新
漢
音
資
料
と
し
て
の
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て
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儀
」
　
の
諸
本
及
び
そ
れ
を
本
に
し
た
本
邦
所
撰
の
諸
本
で
は
、
「
九
方
便
」
　
の
本
文
が
異
な
り
、
か
つ
そ
れ
ら
の
加
点
本
で
は
管
見
で
は
い
ず

も
訓
読
し
て
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
に
、
中
に
含
ま
れ
る
「
地
神
勧
請
侶
」
に
字
音
点
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
・
そ
の
加
点
内
容
が
同
じ
く
新
漢
音
資

料
と
冒
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
資
料
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

⑦
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
次
第
承
保
四
（
一
〇
七
七
）
年
点
＝
「
次
詞
諸
仏
慈
態
等
侭
」
と
し
て
「
地
神
勧
請
偽
」
有
り
。
墨
芦
点
墨
仮
名
。
四
声
体

系
か
。
ま
ま
節
博
士
有
り
。
奥
書
「
承
保
四
－
正
月
十
日
比
交
了
」
。
加
点
系
統
未
詳
。

㊥
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
儀
軌
永
久
六
（
二
一
八
）
年
点
＝
「
地
神
勧
請
偽
」
に
宝
瞳
院
点
と
芦
点
の
み
の
字
音
点
。
六
声
体
系
。
天
台
宗
系
統
。

奥
書
「
永
久
六
年
三
月
十
五
日
於
南
円
房
書
写
畢
／
同
月
廿
二
日
移
点
畢
」
（
他
に
伝
受
識
語
有
り
）
。

㊦
石
山
寺
蔵
大
毘
底
遮
那
経
広
大
儀
軌
久
安
四
l
（
二
四
八
）
年
点
＝
「
地
神
勧
請
偽
」
に
西
基
点
と
墨
仮
名
・
墨
声
点
の
字
音
点
。
六
声
体

系
。
天
台
宗
系
統
。
奥
書
「
久
安
四
年
十
一
月
六
日
轍
許
奉
随
桂
陽
阿
閣
梨
御
房
即
時
奉
受
　
心
尊
記
之
」
（
他
に
永
承
の
失
点
の
奥
書
等
有
り
）
。

三
、
各
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
字
音
の
性
格
と
実
態

以
下
に
こ
れ
ら
各
資
料
の
字
音
が
広
嶺
の
体
系
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
見
せ
る
か
を
通
し
て
、
そ
の
字
音
の
性
格
を
把
担
し
、
更
に
新

漢
音
の
実
態
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

①
声
調
体
系
の
特
徴

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
字
音
点
の
反
映
す
る
声
調
体
系
を
知
る
た
め
に
、
代
表
的
な
若
干
の
資
料
に
つ
い
て
「
広
韻
」
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
　
（
但
し
、
調
査
は
異
り
字
に
限
定
し
、
初
出
の
一
字
の
み
に
つ
い
て
行
っ
た
）
。
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「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て

二
〇
七



○
資
料
餌
．

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

入
去 上
平由

恒．重 軽．重 広怨

2 811 清

平
13 清次
．

5
「

8 薗

3 1 5 淘清

6 32 清

3 4 2 清次

7 淘

輌62

61 1 13 清

4 1 清次
去

9 3 淘

6 1 湘

＿
5 8 清

入
1 清次

35 濁

31
面

扱
、
以
上
の
如
き
広
韻
の
体
系
と
の
比
較
結
果
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

第
∵
に
は
、
平
‥
上
・
去
・
人
の
四
声
の
大
枠
を
外
れ
る
も
の
が
か
な
り
多
量
に
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は
広
韻
の
体
系
と
同
性
格

の
も
の
と
し
て
把
握
で
き
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
四
声
の
大
枠
を
外
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

；
に
、
こ
れ
ら
が
基
本
的
に
読
空
白
で
あ
り
、
そ
こ
に
出
現
し
た
音
声
的
変
化
が
反
映
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
は
、
そ
れ
ら
の
上
声
全
編
字
が
全
て
去
声
化
し
て
出
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
系
統
の
字
音
の
祖
系
音
が
唐
代
長
安
音
と
し
て

も
極
め
て
新
し
い
も
の
に
属
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
即
ち
、
声
調
体
系
の
上
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
字
音
が
漢
音
系
字
音
で
あ
り
、
且
、
非
常

に
新
し
い
も
の
＝
唐
代
末
期
の
も
の
＝
で
あ
っ
て
、
正
に
「
新
漢
音
」
の
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
い
い
も
の
で
あ
る
。

②
仮
名
書
音
形
の
特
徴

（4）

扱
、
従
来
「
漢
音
」
資
料
と
さ
れ
て
来
た
、
例
え
ば
「
蒙
求
」
「
文
鏡
秘
府
論
」
「
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
等
に
見
ら
れ
る
仮
名
書



音
形
に
、
こ
れ
ら
に
出
現
す
る
仮
名
書
音
形
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
間
に
種
々
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
特
に
重
要
な
相
違
点
を

取
り
出
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

H
銀
嶺
見
母
三
等
「
恭
」
「
供
」
が
「
ク
」
「
ク
ウ
」
で
出
現
す
る
。
漢
音
資
料
で
は
「
ク
ヰ
ヨ
ウ
（
キ
ヨ
ウ
）
」
で
出
現
す
る
。

⇔
佳
鶴
見
母
「
解
」
が
「
カ
」
で
出
現
す
る
。
漢
音
資
料
で
は
「
カ
イ
」
で
出
現
す
る
。

臼
庚
窺
匝
母
二
等
「
行
」
が
「
ケ
イ
」
で
出
現
す
る
。
漢
音
資
料
で
は
「
カ
ウ
」
で
出
現
す
る
。

飼
音
韻
精
母
「
積
」
が
「
セ
イ
」
と
も
出
現
す
る
。
漢
音
資
料
で
は
「
セ
キ
」
で
出
現
す
る
。

㈲
揖
韻
禅
母
「
十
」
が
「
シ
」
で
出
現
す
る
。
・
漢
音
資
料
で
は
「
シ
フ
」
で
出
現
す
る
。

シ

　

　

シ

　

　

シ

内
蒸
韻
字
が
「
④
」
で
出
現
す
る
。
（
「
証
」
「
乗
」
「
華
）
。
漢
音
資
料
で
は
「
⑦
ヨ
ウ
」
で
出
現
す
る
。

キ

タ

　

シ

キ

　

り

キ

相
磯
韻
字
が
「
①
ク
」
　
「
①
キ
」
で
出
現
す
る
（
「
極
」
「
識
」
「
力
」
）
。
漢
音
資
料
で
は
「
⑦
ヨ
ク
」
で
出
現
す
る
。

シ
ク
　
　
　
リ
ク

ベ

イ

　

ペ

イ

　

ビ

ン

の
特
定
の
明
母
、
徽
母
字
が
バ
行
で
出
現
す
る
（
「
明
」
「
命
」
「
態
」
）
。
漢
音
資
料
で
は
マ
行
で
出
現
す
る
。

料
、
こ
れ
ら
の
特
徴
点
は
大
旨
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
「
新
漢
音
」
（
及
び
「
一
種
の
漢
音
」
「
天
台
漢
音
」
）
と
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
と
重
な

る
も
の
で
あ
る
。

臼
は
、
飯
田
博
士
著
書
一
四
九
頁
で
「
新
漢
音
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
　
「
阿
弥
陀
経
」
「
金
剛
界
私
記
」
　
「
天
台
大
師
画

バ
イ

讃
」
に
出
現
す
る
。
亦
、
同
書
「
七
八
頁
に
よ
る
と
同
報
字
で
他
に
「
猛
（
法
華
懐
法
）
」
が
見
ら
れ
る
。
丁
引
」
形
は
原
音
の
窺
尾
耳
の
弱
化

を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
庚
嶺
字
の
主
母
音
は
漢
音
新
漢
音
共
に
大
旨
工
列
音
で
出
現
す
る
の
で
、
こ
の
「
バ
イ
」
は
そ
の
点
特
異
な

ワ

イ

タ

イ

も
の
で
あ
る
が
、
「
文
鏡
都
府
論
」
の
諸
点
に
見
ら
れ
る
「
軋
澄
」
も
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

類
例
を
加
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

ハ
イ

絢
は
、
有
坂
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
、
「
天
台
漢
音
」
の
「
自
」
（
北
方
支
那
音
の
売
入
声
尾
の
弱
化
を
反
映
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
）
と
同
性
格
の
も

ハ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

　

　

キ

の
で
あ
る
。
飯
田
博
士
も
、
こ
の
有
坂
説
を
引
用
さ
れ
、
こ
の
「
白
」
の
他
に
更
に
「
釈
」
「
極
」
を
示
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
有
坂
博
士
は
、
こ

所
謂
新
漢
音
資
料
と
し
て
の
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇

シ

　

　

フ

　

　

サ

の
他
に
、
「
天
台
漢
音
」
に
出
現
す
る
「
十
」
「
仏
」
「
薩
」
等
に
つ
き
、
そ
の
原
音
の
入
声
親
尾
の
消
失
過
程
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
中
に
は
わ
が
国
で
の
伝
詞
の
間
に
起
っ
た
も
の
（
即
ち
促
音
化
を
経
た
も
の
）
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
の
有
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

餌
も
亦
、
有
坂
・
飯
田
両
博
士
に
よ
っ
て
、
入
声
鶴
尾
の
消
失
し
た
原
音
を
祖
系
音
と
し
た
「
新
漢
音
」
と
さ
れ
て
来
た
も
の
と
一
致
す
る
。

関
は
、
早
く
橋
本
博
士
が
「
一
種
の
漢
音
」
と
し
て
示
さ
れ
、
飯
田
博
士
が
「
新
漢
音
」
と
さ
れ
た
形
で
あ
る
。
飯
田
博
士
著
書
一
八
八
頁
で

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

見
る
と
、
他
に
、
「
称
」
（
「
阿
弥
陀
経
」
）
　
「
応
」
（
「
同
上
」
）
　
が
あ
る
　
（
「
僧
」
（
金
剛
界
私
記
）
等
の
例
は
音
訳
字
で
あ
っ
て
例
と
な
ら
な
い
）
。

栂
も
前
項
と
同
様
、
橋
本
・
飯
田
両
博
士
に
よ
っ
て
「
新
漢
音
」
の
特
徴
と
も
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
ぁ
る
。
飯
田
博
士
著
書
一
八
八
頁
に
よ

イ

ク

　

イ

ク

　

イ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

キ

　

セ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

キ

る
と
、
「
憶
」
「
臆
」
「
億
」
等
が
あ
る
。
但
し
、
そ
こ
で
は
、
歯
音
字
は
「
即
」
「
色
」
を
「
新
漢
音
」
と
さ
れ
、
「
食
」
を
「
新
漢
音
」
と
し
て

は
疑
っ
て
あ
る
。

銅
は
、
最
初
に
引
用
し
た
有
坂
博
士
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
為
る
。
有
坂
博
士
は
、
他
に
舌
音
泥
母
娘
母
の
「
寧
」
等
も
併
せ
て

「
天
台
漢
音
」
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
九
方
便
」
「
五
個
」
中
に
は
l
出
現
し
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
飯
田
博
士
も
、
有

ペ

イ

　

ベ

イ

　

ペ

イ

　

バ

イ

　

ポ

ン

　

ビ

ン

　

　

ダ

ン

　

ヂ

ム

坂
博
士
の
論
を
参
腰
し
っ
つ
、
「
明
」
「
名
」
「
命
」
「
猛
」
「
門
」
「
民
」
、
「
難
」
「
念
」
等
の
「
新
漢
音
」
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
以
上
の
他
に
、
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
中
に
出
現
し
な
か
っ
美
た
め
に
、
言
及
比
較
で
き
な
か
っ
た
が
、
飯
田
博
士
等
に
よ
れ
ば
、
「
新

ク

ヱ

キ

　

ク

エ

キ

　

タ

ヱ

キ

湊
音
」
の
特
徴
形
と
し
て
、
徳
鶴
の
「
或
」
「
惑
」
「
国
」
形
が
あ
る
。

逆
に
、
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
に
出
現
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
「
漸
漢
音
」
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
が
H
と
臼
で
あ
る
。

H
は
、
「
新
漢
音
」
の
祖
系
音
－
北
方
唐
代
末
期
乃
至
宋
代
初
期
音
I
に
お
け
る
三
等
介
母
善
の
消
失
を
反
映
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
即

ち
、
「
新
漢
音
」
は
、
唐
宋
問
に
お
け
る
、

k
Å
描



（5）

の
如
き
分
化
発
達
の
一
方
、
耳
晶
V
k
u
u
を
反
映
し
た
も
の
で
、
．
現
代
北
京
官
話
音
の
F
也
の
祖
形
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

臼
は
、
羅
常
培
氏
「
唐
五
代
西
北
方
音
」
に
よ
れ
ば
、
唐
代
末
期
西
北
方
音
に
も
反
映
し
て
い
る
点
で
あ
っ
て
、
′
佳
親
は
t
a
i
＞
益
の
如
く
に

（6）

変
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
「
新
漢
音
」
も
こ
の
よ
う
な
原
音
の
状
態
を
反
映
し
た
も
の
．
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

扱
、
以
上
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
　
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
の
系
統
の
字
音
の
仮
名
書
音
形
の
特
徴
を
、
先
学
の
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
補
い
つ
▼
つ

指
摘
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
の
諸
資
料
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
第
一
に
は
、
真
言
宗
と
天
台
宗
の
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
系
統
の
字
音
に
は
本
質
的
な
相
違
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
与

と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
即
ち
、
資
料
H
は
明
ら
か
に
天
台
宗
系
で
あ
り
、
資
料
O
は
真
言
宗
系
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の

二
資
料
間
に
は
本
質
的
な
差
違
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
．
従
来
、
「
天
台
漢
音
」
　
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
が
な
さ
れ
、
天
台
宗
系
独
計
の
も
の

と
い
う
観
が
無
き
に
L
も
あ
ら
ず
で
あ
っ
た
が
、
真
言
宗
に
も
亦
古
く
か
ら
同
じ
系
統
の
字
音
が
伝
承
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。次
に
、
第
二
に
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
新
漢
音
」
と
し
て
の
仮
名
書
音
形
は
後
代
の
資
料
に
お
け
る
多
分
に
和
化
を
蒙
っ
て
定
着
し
た
形

で
あ
っ
て
、
あ
る
種
の
も
の
に
つ
い
て
原
形
に
修
正
し
て
把
握
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
面
の
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の

（

7

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

　

　

　

キ

　

　

　

　

　

　

　

シ

ツ

点
に
つ
い
て
は
、
既
に
有
坂
博
士
が
注
意
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
「
釈
」
「
極
」
「
法
」
「
十
」
等
々
は
「
新
漢
音
」
形
の
特

徴
と
し
て
把
撞
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
側
に
お
け
る
促
音
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
九
方
便
」
「
五
悔
」
（
及
び
「
地
神
勧
請
偽
」
）
の
諸
古
点
に
お
い
て
、
各
入
声
字
を
「
－
ツ
」
「
－
チ
」
・
「
－
ク
」
「
－
キ
」
・
「
－
フ
」
以
外
で
表

記
し
た
例
を
取
り
出
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

サ

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

ツ

　

　

サ

チ

（

8

）

錯
韻
‥
剰
（
入
）
塵
H
（
資
料
番
号
、
以
下
同
）
　
（
剃
q
剃
竺

キ

ハ

キ

　

セ

イ

ハ

ツ

月
韻
‥
起
発
（
入
）
済
（
発
0
回
閃
）

所
謂
新
漢
音
資
料
と
し
て
の
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

セ

イ

　

　

シ

フ

　

　

　

セ

キ

昔
観
‥
積
（
入
）
集
（
入
）
0
（
積
的
出
由
囲
）

キ

レ

　

フ

　

　

　

キ

ウ

　

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

キ

フ

揖
韻
‥
及
（
入
）
無
H
、
及
（
入
）
与
O
H
困
（
他
は
「
及
」
）

シ

　

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

　

　

　

シ

ハ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

シ

フ

十
（
平
）
方
0
0
、
十
（
入
）
方
日
田
、
十
方
0
0
日
（
他
は
「
十
」
）

キ

ウ

セ

ウ

　

　

　

セ

フ

拾
韻
‥
救
摂
臼
的
（
摂
㈲
）

セ

イ

ケ

ウ

　

　

　

　

　

ケ

ウ

　

サ

ウ

　

　

　

　

　

ケ

フ

業
韻
‥
善
業
（
入
）
0
、
意
業
（
入
）
造
閃
（
他
は
「
業
」
）

ハ

ム

　

　

　

ハ

ム

　

ケ

ン

　

　

ハ

ム

　

サ

ウ

　

　

ハ

ウ

　

ウ

　

　

　

ハ

ウ

　

　

　

　

　

　

ハ

フ

乏
韻
‥
法
身
H
、
法
（
入
）
賢
H
、
法
（
入
）
蔵
円
、
法
（
入
）
雨
H
閃
、
法
（
入
）
賢
的
（
他
は
「
法
」
）

ホ

ハ

ウ

徳
親
‥
北
方
0

キ

ム

　

チ

ヨ

ウ

　

キ

ッ

　

　

　

　

　

キ

フ

　

　

　

　

　

キ

タ

職
韻
‥
極
（
平
）
重
0
、
極
（
入
）
重
餌
、
極
（
入
）
重
囲
（
極
（
入
）
重
臼
）

サ

レ

チ

ン

　

キ

レ

プ

　

ハ

ム

シ

ン

　

ハ

ム

こ
れ
ら
の
中
、
唇
内
入
声
字
が
「
－
ウ
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
は
ハ
行
転
呼
音
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
、
剰
塵
、
及
無
、
法
身
、
法

ケ

ン

　

ハ

ム

サ

ウ

ホ

ハ

ウ

キ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ウ

ヨ

　

ハ

ウ

ウ

買
、
．
法
蔵
、
北
方
、
極
重
、
は
、
い
ず
れ
も
促
音
化
を
表
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
H
で
、
及
与
、
畠
雨
の
如
く
、
促
音
化
を
起
す
環
境
に

キ

ッ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ハ

キ

な
い
も
の
が
「
－
ウ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
「
起
発
」
の
「
ハ
判
」
は
不
審
で
あ
る
が
、
上
字
「
キ
」
　
に
引
か
れ
た
表

記
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
如
く
に
考
え
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
後
代
の
資
粁
に
お
い
て
、
各
入
声
韻
尾
が
無
表
記
さ
れ
た
も
の
や
境
内
・
唇
内
入
声
韻
尾
が

「
「
ツ
」
表
記
さ
れ
た
も
の
は
、
大
部
分
が
日
本
漠
字
音
と
も
て
の
伝
承
の
過
程
で
発
生
し
た
日
本
化
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

セ

イ

　

　

　

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

イ

但
し
、
H
で
の
「
積
」
と
「
十
」
は
「
新
漢
音
」
形
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
「
自
」
な
ど
と
同
じ
く
原
音
の
廿
入
声
の
消
失
過
程
を
反
映
し

シ

た
も
の
、
亦
「
十
」
も
、
H
で
は
平
声
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
こ
の
資
料
で
は
促
音
化
が
「
－
レ
」
や
「
－
ム
」
で
表
記
さ
れ
て
い

を
こ
と
、
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
原
音
や
の
消
失
を
反
映
し
た
も
の
で
、
共
に
「
薪
漢
音
」
形
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、
古
点
本
の
「
九
方
便
」
　
「
五
悔
」
　
等
に
よ
れ
ば
、
「
新
漢
音
」
　
は
入
声
嶺
尾
の
弱
化
乃
至
消
失
を
確
か
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
．
今
ま
で
言
わ
れ
て
来
た
程
大
幅
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。



第
三
に
、
先
に
0
～
的
と
し
て
上
げ
た
諸
点
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
「
新
漢
音
」
と
「
漢
音
」
と
の
祖
系
音
を
異
に
す
る
体
系
上

の
対
立
点
と
し
て
把
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
日
本
字
音
と
し
て
の
「
漢
音
」
と
「
新
漢
音
」
と
は
、
別
の
体
系
と
し
て

取
扱
い
を
異
に
し
て
そ
の
体
系
の
究
明
が
な
さ
れ
る
必
要
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

資
料
④
高
山
寺
蔵
胎
蔵
界
次
第
の
本
文
は
、
延
久
四
年
（
二
∪
七
二
）
の
書
写
で
、
そ
の
「
地
神
勧
請
偏
」
に
該
当
す
る
部
分
に

次
諦
諸
仏
慈
怨
等
侶
望
。
取
香
炉
（
傍
線
筆
者
）

シ

と
の
見
出
し
が
あ
り
、
以
下
に
偽
の
本
文
が
あ
っ
て
、
承
保
四
年
の
字
音
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
偏
も
亦
「
証
（
去
〉
」

の
如
き
形
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
ら
か
に
「
五
悔
」
「
九
方
便
」
と
同
じ
系
統
の
字
音
＝
即
ち
「
新
漢
音
」
＝
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
っ
て
考

え
る
に
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
形
を
含
む
字
音
も
亦
別
の
体
系
と
は
意
識
さ
れ
ず
、
「
漢
音
」
と
い
う
概

念
内
で
把
握
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
把
握
の
仕
方
は
、
実
は
今
日
に
も
引
き
続
き
一
部
に
は
残
っ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
字
音
は
、
や
は
り
、
所
謂
「
漢
音
」
と
は
体
系
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
、
今
後
の
更
に
徹
底
的
な
究
明
が

（9）

必
要
と
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
古
来
「
漢
音
」
と
呼
称
さ
れ
て
来
た
も
の
は
、
少
く
と
も
事
の
本
質
と
し
て
は
、
新
・
旧
の
二
層
に

分
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

尚
、
末
尾
に
、
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
「
地
神
勧
請
偽
」
の
代
表
的
な
も
の
を
一
点
ず
つ
翻
刻
し
て
示
し
た
。

注（1）
（2）品）、

（3）（4）

著
作
集
第
四
冊
「
国
語
音
嶺
の
研
究
」
三
三
九
頁
。

尚
、
こ
の
他
の
漢
音
声
明
と
し
て
、
四
智
漢
語
讃
、
吉
慶
漢
語
讃
、
供
養
文
、
唱
礼
、
授
地
偶
、
云
何
唄
、
笑
仏
讃
、
阿
弥
陶
経
、
法
華
経
（
安
楽
行

仁
王
経
（
以
上
天
台
宗
）
。
理
趣
経
、
阿
弥
悔
経
、
八
名
経
（
以
上
真
言
宗
）
。
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
藤
堂
明
保
著
「
漢
字
と
そ
の
文
化
圏
」
（
「
中
国
語
研
究
学
習
双
書
」
3
）
二
一
九
頁
等
諸
所
に
見
ら
れ
る
。

「
蒙
求
」
に
つ
い
て
は
有
坂
秀
世
博
士
、
「
文
鏡
秘
璧
巴
に
つ
い
て
は
柏
谷
嘉
弘
氏
、
「
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」
に
つ
い
て
は
築
鳥
裕
博
士

所
謂
新
湊
音
資
料
と
し
て
の
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て
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の
、
そ
れ
ぞ
れ
字
音
表
が
示
さ
れ
て
居
り
、
今
こ
れ
に
拠
る
。

（
5
）
　
河
野
六
郎
博
士
「
朝
鮮
漠
字
音
の
一
特
質
」
（
「
言
語
研
究
」
3
所
収
）
参
照
。

（
6
）
　
併
せ
て
、
岡
本
勲
氏
「
日
本
漠
字
音
に
お
け
る
規
範
と
事
実
」
（
「
国
語
国
文
」
欝
3
7
巻
7
号
）
参
照
。

（
7
）
　
「
国
語
音
窺
史
の
研
究
増
補
新
版
」
六
〇
七
頁
参
照
。

（
8
）
　
尚
、
こ
の
部
分
の
本
文
が
「
察
」
と
な
っ
て
い
る
本
も
有
る
。

（
9
）
　
こ
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
頼
惟
勤
氏
の
な
さ
れ
た
天
台
声
明
に
よ
る
声
調
体
系
の
究
明
は
、
厳
密
に
は
「
漢
音
の
声
調
体
系
」
で
は
な
く
、
「
新
漢
音
の

声
調
体
系
」
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
規
定
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
声
調
体
系
が
、
上
声
全
薗
字
の
去
声
化
を

完
了
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
事
が
、
よ
く
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

．
〇
万
山
寺
厳
不
動
念
礪
次
第
長
原
元
年
臭

赴
弟
船
ざ
大
潮
輝
卿
勘
粁
各
和
曲
待
煙
草

怒
号
砥
部
堪
諸
手
青
草
経
巻
　
切
俄
化
欄
登
老

車
型
明
解
如
軸
杏
嵐
若
色
軋
軒別り
▲
ノ
ノ
り費
居

次
ぢ七ノー刀†、

礼榛
卿

ぞ
礼
軋
警
蓉

枠
湧
追
啓
孔
車
九
孝
雅
碑
争
密
教

㊨
九
猪
首
聯
身
観
虜
齢
紳
碑

己
ノ

切
泰
弘



ム

7

わ

南
九
泉
方
暦
蜂
碑

あ
あ
画
才
菰
嘩
敷
確

、
し
、
け

千
三
や
す
老
聾
者
埠

ヽ
／
ヽ

「
く

ヽ
ノ
、

コ

　

・

イ

4

～
地
方
大
観
曾
書
体

～
泉
申
す
新
野
重
恩
蒜
譲

二
∵
子
÷
÷
三
了
．
こ
こ
、
、

ヽ
く

二
伸
空
力
線
草
豪
－
ヽ

′

、

　

ヽ

（

、

　

ヽ

く

　

ヽ

′

＼

ヽ
ノ
ヽ

、
′
、

ヽ
く

ヽ
ヽ
ヽ

、
く
一
÷
‡
∵
三
二
く
、
・
、
～
、
く
・
－

～
碑
聖
訝
軒
′
‥
；

ミ
阿
梨
坪
．
西
域
採
卵
化
事
か
藻
．
多
数
野

．
尊
事
務
多
藤
野
三
え

所
謂
新
漢
音
資
料
と
し
て
の
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て
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六

＼

＿
・
一
′

ミ

ミ

激
叶ム
ノ
へ
し

紆
掛
碧
㌍

”

′

4

タ
・
．
－

南
も
裟
沙
羅
軍
曹
利

1

．

　

　

ヽ

－

　

　

ヽ

l

 

l

　

　

　

ヽ

．

　

　

＼

t
－
激
げ
羅
画
髪
蒜

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

く

ヽ

＼

　

　

ヽ

（

像
け
カ
小
混

ヽ
し宙

新
見

（
す
す
）

、

し

フ

　

ヽ

し

フ

　

、

し

花
寸
土

，

　

　

　

t

′

　

　

　

，

　

　

　

－

一

　

　

I

 

t

1

　

　

　

1

－

　

　

　

－

　

　

　

－

1

　

　

　

1

　

　

　

1

、
わ
　
　
　
　
　
，
し
フ
エ
・
申

、
畢
大
祓
、
循
警
二
物
野
望
簑

争
乱
二
蒜
新
都
　
切
欄
書
確
守

・
字
二
、
号
丈

坤
や
木
方
封
革
勘

挿
今
一

ヽ
し

招
太
秦
診

室
「
作
れ
着
後
L

七
イ

三
老
一
切
耳
三
身

蹄
今
年
空
音
砕
柏

へ
イ

坤
命
趨
卵
黄
蜜
＼
訴

坤
命
一

切
夢
窓
専

っ

わ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

プ

身
誓
貴
絹
繹
豪

イ

　

ー

レ

　

　

フ

放
l
b
驚
孝

貰
恭
敬



坤
や
響
慧
蒜
蒜
産
壷

ソ

　

　

七

イ

・

し

フ

威
歯
貴
明
可
嶺
鷹

山

7

4

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

〟

′

食
感
惹
夜
露
　
放

警
笠
サ
牽
蒜

た
称
甘
孔
甚
喝
酔

泉
郷
李
ダ
成
蘭
鋳

身

抑
伐

つ

わ

　

　

　

　

ヶ

7

均
竜
巻

二
㍉
㍉
十
二

禦
嵩

孜
仲
憲
か
雛
努
絹

ヽ
、急
芸
草
崇
高

食
物
妙
争
そ
卦
即

為
替
僻
僻
耳
㊨

埠
今
頂
礼
－

ー
ー
ー
）
　
l
 
l
　
夏
山

埠
仇

七
イ

商
五
十
音
嘉
老
極

秘
裾
老
位
大
村
泉

瑠
今
頭
礼
、
、
、コ
わ

番
櫛
甚
身
組
裾
城

、
し
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
与
　
寸
わ

三
疫
を
／
罪
責
踏
破

七
・
今

鋸
今
賢
芸
埠
椒

l

1

　

　

　

1

■

一

　

　

、

′

ー
蒙
哺
距
身

ヽ

、

再

　

　

ヨ

　

　

　

　

七

イ

及
五
二
二
を
身
空
葱

所
謂
新
漢
音
資
料
と
し
て
の
「
九
方
便
」
「
五
悔
」
の
音
読
資
料
に
つ
い
て
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遽
妬
犬
猿
絆
を
酔

㌘
今
頭
l
礼
1
、
、

七

4

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

し

摺
著
絃
吋
勝
廟
壕

吐
畢
労

中
腹
夢

ヽ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
旦
丁

紋
碍
碑
線
分
解
凰

項
や
、
1
－
－
－

十
方
妾
孝
之
布
サ

磯
．
1
葛
雅
が
盾
幼

者
畢
碑
蹄
秘
郭
が

畢
款
「
切
瀦
鼎
泉

、
、
－
、
畳
鰯

衆
今
掛
嶽
顔
碗
如

、

ら

　

　

　

　

　

J

〃

イ

私
書
－
牟
空
軍
老
／
男

エ

ー

　

　

　

　

　

　

・

し

。

′

革
を
射
基
礎
食
域

1

－

－

呟

暑

空
誓
逸
和
犬
路
線

及
魂
輝
子
為
郷
歩

頻
今
／
物
事
薗
畏

媚・入バ

、
葡
事

域
今
姉
御
弟
如
来
　
菩
提
大
蒜
老
芳



催
顧
名
相
空
力
布

⊃・C池

叫
杢
畢
畢
瀕
が

頑
や
新
都
直
入
砕
個

l

′

1讃

藷
特
恵
聖
ぬ
触
蟄

ー
ー
孝
璃

動
卸
専
管
卑
華
男

妾
旭
絹
孝
踏
草
月

」
坤
今
1
－
－

V

／

、

し

7

　

　

　

　

　

　

　

、

し

わ

．
予
三
　
∵
二
王

避
命

・
戴
孝
濱
窟
ぷ
票

ヽ
＼
レ

嘉
ヽ

．
利
春
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